


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金持 ち の屋 敷 の一 室
泥棒 の 部屋
二人 の男 が テー ブ ルに腰 掛 け て身支 度 を始 め る 0 最 後 に背 後 の ド 初 老 の泥棒 と若 い泥棒
主人 ､ 使 用 人
主人
ア に鍵 をか け る○
男 が 本 を読 んで い る 0 右 か ら使 用 人が入 って くる0 使用 人 は画 面
右 に フレー ム アウ ト○
金庫 の札 束 を確 認 した後 ､ ガ ウ ンを脱 い でベ ッ ドに入 る○
背後 の カー テ ンか ら男 た ちが侵 入 0 主 人が寝 てい るの を確 認 し､ 初 老 の泥 棒 と若 い泥棒 ､ 主 人
初 老 の泥棒 と若 い泥棒
一 人が金 庫 を こ じあ け ､ もう一 人が 寝 て いる男 の顔 に白い 布 を被
せ て見張 って い る0 そ の後 ､ 見 張 り も金 の運搬 を手 伝 い ､ 窓か ら
脱 出す る○
テ 】 ブル を挟 んで分 け前 を分 け よう とす るが ､ ネ ック レス か ら二
人 の仲が 険悪 にな る○
そ れぞ れが コ ップに毒 を盛 る○ 若 い泥棒 が 苦 しみ ､ 倒 れ る○初 老
の男 は分 け前 を持 つが ､ 次 第 に苦 しみ ､ 背 後 の カー テ ンを引 き裂










































































番 号 場 所 主 な ア ク シ ョン 登 場 人 物
1 室 内 病 気 の 娘 を 介 護 す る B aile y O 祖 母 が 使 用 人 が 手 渡 した 手 紙 を 見 て ､ B aile y ､ 祖 母 ､ 娘 ､ 劇 場 関 係
B aile y に 見 せ る ○ 者






























































































妻 ､ 夫 ､ 母 が 室 内 に ○ メ イ ドが 来 て 妻 に プ レ ゼ ン ト を 渡 し ､ 女 た 妻 ､ 夫 ､ 母 親 ､ メ イ ド
妻 ､ 夫 ､ 母 親 ､ メ イ ド
メ イ ド ､ 詐 欺 師
ち は 左 方 向 へ フ レ ー ム ア ウ トム
夫 が 手 紙 を 読 む 0 喜 び 勇 ん で 左 方 向 へ フ レ ー ム ア ウ ト○
妻 が ド レ ス を 着 て 喜 ぶ ○ 夫 が 登 場 ○ 突 然 怒 り 出 し て 妻 の 脚 部 に 布
を 巻 か せ る ○




煙 突 の 中
メ イ ド が 袋 に 何 か 入 れ ､ 手 紙 を 開 き 驚 い て 落 と し て い く ○ メ イ ド､ 夫 ､ 妻 ､ 母 親
夫 が 部 屋 に 入 り ､ 手 紙 を 読 ん で 驚 き ､ 暖 炉 に 隠 ■れ る 0 女 二 人 が 部 メ イ ド､ 夫 ､ 妻 ､ 母 親
メ イ ド
屋 に 入 っ て く る ○
メ イ ドが 暖 炉 に 火 を 入 れ る ○
暖 炉 に 入 っ た 夫 0 夫
6 室 内 (∋ メ イ ドが 暖 炉 の 中 か ら 音 を 聞 き ､ 妻 ､ 母 親 ､ メ イ ドが 大 慌 て ○ 妻 妻 ､ 母 親 ､ メ イ ド
が 袋 を 見 つ け て メ イ ド に 問 い た だ し､ メ イ ド が 妻 を 押 し の け 逃 走
す る 0
-209-
番号 場所 主なアクション 登場人物
7 煙突の中 煙にまかれる夫○ 夫
s 室内① 警官､ 母親､ 妻が暖炉の異変を調べる○驚いてみんな出て行く0 警官二人､ 妻､ 母親
9 モルタルボックス ステッキを持ったゲイのカップル○ ゲイカップル
10 磨 メイ ドと詐欺師が逃げようとするが､ 駆けつけた警官に捕まる○ メイ ド､ 詐欺師､ 警官
ll 煙突の中 夫が脱出しようと上方へ0 夫
12 屋根上 煙突から出てきた夫が警官と母親に追いかけられる○ 夫､ 警官､ 母親
13 モルタルボックス 父親がモルタルボックスに飛び込み､ 泥まみれに○妻､ 警官､ 母 夫､ 妻､ 母親､ 警官､ メイド､
親､ メイ ド､ 詐欺師が登場○ 詐欺師
『盗まれた宝石』
主なアクション 登場人物
子供部屋
室内
Reward lo允
子供部屋
室内
letter loft
室内
証券取引場
事務所の玄関
事務所
室内
メイドと子供二人が遊んでいるところに､母親が入ってくる｡犬
のおもちゃを妹に与え､宝石箱の蓋を開けたまま両親が出掛ける｡
初めメイドがいたが､子供が一人残され､宝石をおもちゃに入れ
てしまう｡
再びメイドが登場し､子供達を連れて行く｡
メイドが子供を寝かしつける｡
両親が帰宅｡宝石がないのに慌てふためき､メイドを呼び､三人
で探し回る｡
男と警察官が入ってくる｡男がメモを取る｡
妹がおもちゃから宝石を取り出す｡
両親が歩き回る｡
部屋の家具が運ばれる｡
群集の中で誰かが喧嘩する｡
男が事務所に入っていく｡
夫が破産宣告を受ける｡ 4人の男が入れ替わり乱入｡
ピアノが運ばれる｡運送屋が犬のおもちゃを偶然持ってくる｡探
偵が椅子に座った途端､犬のおもちゃが割れ､中から宝石が出て
来る｡
メイド､姉妹､両親
メイド､姉妹
メイド､妹
両親､メイド
男､警察官
妹
両親､メイド
両親､メイド､男二人
蝣1
父親
父親､ 4人の男
運送屋､両親､探偵､姉妹
主なアクション 登場人物
室内
仕事部屋
玄関
レストラン
仲良しの夫婦､右側から悪魔が登場｡妻が夫を送り出す｡中央付
近で悪魔が消える｡
モデルと夫が室内に｡妻が入ってくる｡その後夫が妻を送り出す｡
絵を画く夫に背後から悪魔｡悪魔が指差す方向に悪かれたよう
に､モデルの手を握る｡最初､モデルは驚くが､悪魔に噴かれ､
二人は抱き合う｡
帰りを待つ妻と帰宅した夫｡悪魔が登場｡
悪魔､夫とモデルが抱き合っているところに､妻と友人が入って
¥-io
妻が怒って出て行く｡夫は意気消沈するが､悪魔に噴かれ､モデ
ルと抱き合い､部屋を出る｡
悪魔が登場､妻と友人､夫とモデルのカップルを次々に勧誘し､
消える｡
泣いている妻｡背後に悪魔｡悪魔が妻に何か曝く｡友人にも噴き､
友人が妻の肩に手を回す｡
夫とモデルがやって来る｡悪魔が消えて夫側に登場｡衝立の方を
指差し､夫に何か曝く｡
悪魔は再度妻の側へ｡その後夫の側へ｡夫は衝立方面から声を聞
き､妻の方へ乱入｡
夫が妻の首を絞める｡背後で悪魔が唆す｡モデルと友人が立ち去
る｡止めに来たウェイターと乱闘｡
妻が逃げ､夫が追いかける｡
家に逃げ込んだ妻に夫が迫っていく｡背後に悪魔｡突っ伏して泣
く妻に対し､夫は鏡台からピストルを取り出し､妻を撃つ｡その
後､悪魔が夫に何か噴き､夫はピストルで頭部を撃って自殺｡
夫婦､悪魔
夫婦､悪魔､モデル
妻､友人､悪魔
夫婦､モデル､友人､悪魔
夫婦､モデル､友人､悪魔
夫婦､モデル､友人､悪魔､
ウェイター
妻､夫
妻､夫､悪魔
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妻が夫とモデルが抱き合っている現場を目撃してし
まう｡妻は怒って部屋を出て行く｡夫は意気消沈する
が､再び悪魔に噴かれ､モデルとともに部屋を出る｡
レストランで､妾と妾の友人､夫とモデルが鉢合わせ
る｡悪魔の通告により､夫は壁越しに妻の存在に気づき､
妻のテーブルに乱入し､妻の首を締め上げる｡
妾が家に逃げ帰り､夫が妻を追う｡
突っ伏して泣く妻に対し､再び悪魔が登場し､夫に噴
く｡夫は銃を取り出し妾を撃つ｡その後､夫も頭部を撃っ
て自殺してしまう｡
【物語②】
悪魔が現われ､既婚の画家にモデルを誘惑するよう唆
す｡画家の妻が抱き合う二人を発見し､悪魔は妻に復讐
するよう促す｡その後､レストランで､再び夫婦が鉢合
わせてしまう｡そこで夫は妾が他の男と一緒にいるのを
目撃し､激昂する｡夫は家に逃げ帰る妻を追い詰める｡
そこに再び悪魔が現れて夫を唆す｡夫は妻を銃殺し､自
殺してしまう｡
1/ '.
『悪魔』は､グリフィスが唯一ストップモーションを
使った作品として知られている｡だが､グリフィスの主
眼は､ストップモーションをトリック映画の常套手段と
してではなく､登場人物の負の心理を体現することに
あったため､この作品は､グリフィスが得意とする道徳
劇的主題にみちたドラマとなった｡
夫婦が破滅に追い込まれる契機となるレストランの
ショットでは､二組のカップルを仕切る境界に壁が使わ
れ､空間の二重化が図られる｡だが､興味深いことに､
今まで悪魔は二組のカップルの間を自在に往還していた
にもかかわらず､夫が壁ごLに妻の不貞に気づいた途
端､悪魔は消えることなく､夫と共に壁と地続きの背後
のドアを開け､妻の領域へと跨いでしまうのだ｡観客は､
二組のカップルを隔てていた壁の背後にドアがあること
のみならず､悪魔による誘惑の矛先が常に夫の側にある
ことにも気づくことになるだろう｡つまり､この空間の
二重化が解かれるときこそ､男性のモラルが徹底的に問
われるというこの作品の主題が露呈される瞬間なのであ
る｡
グリフィス映画のナラテイヴ
-初期から古典期への変容の始まり-
笹　川　慶　子
『クリスマスの夜盗』
1908年11月28/30日撮影､ 1908年12月22日公開
<監>D�"W　グリフィス　<撮>G-W　ピッ
ツアー
<出演>フローレンス･ローレンス(マーティン夫
人)､チャールズ･インスリー(質屋の主
人)他
-211
<物語1>
貧乏な母と娘｡娘はサンタを待っていて､サンタに手
紙を書く｡その手紙を読んだ母は娘にプレゼントを買お
うと自分のコートを売りに質屋-｡しかし質屋で断られ
てしまう｡母が去った後､質屋の主人が母の落とした手
紙に気づく｡それを読んで感動した主人は､店員に命じ
て､さっそく店じまい｡店員に娘-のプレゼントをもた
せ､娘の家へ｡母と娘の寝ているあいだにプレゼントを
おいてくる｡やがて目を覚ました母がプレゼントを見つ
け､びっくりして娘を起こす｡娘は大喜びし､近所の娘
たちも呼んで､みんなで大喜びする｡一方､店に戻った
質屋の主人は､みんなが喜ぶ様子を思い出して喜んでい
る｡思いがけない慈悲が､不幸な人々を一瞬ハッピーす
るという､クリスマスらしいお話｡
<物語2>
マーティン夫人と娘のマギーはとっても貧しかった｡
失業してお金のないマーティン夫人は､もうすぐクリス
マスだというのに､娘に何も用意してあげることができ
ない｡そればかりか日々の食事さえ十分にできずにいた｡
そんな母の窮状を救おうとして幼いマギーは､サンタの
おじさんにクリスマスの用意をしてほしいとお願いする
手紙を書く｡その手紙を読んだマーティン夫人は､娘の
願いをかなえてあげようと､自分のコートを売りに質屋
-行く｡
クリスマス･イヴの質屋にはひっきりなしに人が出入
りしている｡忙しい店の主人は､夫人のポロポロのコー
トなど相手にしてくれない｡がっかりして店を出るマー
ティン夫人は､マギーの手紙を落としたことに気づいて
いない｡
偶然､店の主人がその手紙を見つけ､マギーの願いを
知る｡主人は急に何かを思い立ち､店を閉めてしまう｡
そして､なにやらたくさんの荷物を抱えた男たちを連れ
てマーティン夫人の部屋の前にやってくる｡夫人の部屋
にこっそり忍び込み､音も立てずにクリスマス･ツリー
を飾り付け､プレゼントをならべて部屋を出て行く｡ふ
と目を覚ましたマーティン夫人は部屋中がクリスマス･
プレゼントで埋め尽くされているのを見て,驚き､娘を
起こす｡目を覚ましたマギーは大喜び｡二人は近所の子
供たちも呼んで､みんなで大騒ぎ｡一方､店に戻った質
屋の主人は､みんなの喜ぶ様子を思い浮かべてほくそえ
むのだった｡
<解説>
落とした手紙を読むという思いがけない偶然が､慈悲
など忘れてしまった人の心に明かりをともし､不幸のど
ん底にいる人々にちょっとした幸せを贈るという､クリ
スマスらしい素敵なお話である｡
この映画は未編集のままリールにおさめられている｡
おさめられたショットの順番は､まとめ撮りされたまま
の順番である｡まずはクリスマス前のマーティン夫人の
部屋｡次は質屋の店内｡それからマーティン夫人の部屋
の外(4ショット)､マーティン夫人の部屋に質屋の主
人たちがやってくる(4ショット)､マーティン夫人が
商店街を歩く(3ショット)､そして質屋の主人が店の
カウンターで､クリスマス･プレゼントに喜ぶマーティ
ン夫人たちを想像するショットである｡
のちに復刻された映画で､この最後のショットは､ク
リスマス･プレゼントをマーティン夫人の家に持ってい
く前に質屋の主人が空想する場面として編集されてい
る｡しかし､それだと娘の顔も知らないのに､その娘を
想像することになるため､不自然な印象を受けてしまう｡
むしろ､この場面は､映画の最後につなぐべきではな
いだろうか｡すなわち､質屋の主人がプレゼントをマー
ティン夫人の部屋に運び､娘たちが大喜びする様子を部
屋の鍵穴から覗き見したあとで､質屋に戻り､自分の善
行を思い出してサンタの気持ちを味わっているとしたほ
うが自然だと思う｡
興味深いのは､この質屋の主人が楽しい空想/回想を
する場面にデイゾルヴを使っている点である｡ 1908年
にグリフィスが監督したほかの映画を見ても､デイゾル
ヴのようなトランジッションはめったになく､ほとんど
カットが使われている｡そもそもグリフィスは､ショッ
トとショットの結びつきによって､物語をどう語ってい
くかに全神経を集中し､カットを意図的に使った人だ｡
だとすると､この映画は､ 1908年のグリフィス作品のな
かでも､かなり特異な手法を使った作品のひとつだった
ことがわかる｡
『ワン･タッチ･オブ･ネイチャー』
1908年11月13-18日撮影､ 1909年1月1日公開
<監>D蝣W　グリフィス　<撮>G-W　ピッ
ツアー､ A･マ-ヴイン
<出演>アーサー･ジョンソン(警察官)､フロー
レンス･ローレンス(その妻)､
マリオン･レオナード(ジプシー女)､リ
ンダ･ア-ヴイドソン(看護婦)他
<物語1>
幸福な三人家族｡ところが､ある日娘が急死してしま
う｡そのショックに妻は呆然とした日々を過ごす｡警察
官の夫は､そんな妻を家に残し､街の見回りをする｡同
じ頃､別の場所ではジプシー夫婦が椅麗な少女をいじめ
ている｡ジプシー女は少女を外へ連れ出し､街を歩きな
がら少女をせっかんする｡偶然そこを通りかかった警察
官がジプシー女を怪しく思い､後をつける｡警察官は幼
児虐待の現場をおさえ､ジプシー夫婦を連行する｡一人
になった少女に事情を聞くと､どうやら少女はみよりが
ないらしい｡警察官は少女を家に連れて帰り､妻に引き
合わせる｡そして､妻はその少女に養女にならないかと
尋ねる｡少女がうなずくと､妻は狂ったように喜びだす｡
<物語2>
警察官のマ-レイ氏は美しい妻とかわいい娘の三人暮
らし｡ところが､この幸福な家族に不幸が訪れる｡愛娘
が流感で急死してしまうのだ｡娘を失った深い悲しみに
妻は､看護人が必要なくらいの放心状態になってしまう｡
しかし､まじめなマ-レイ氏は､そんな妻を家に残して
仕事に行かなければならなかった｡
同じころ歓楽街の片隅では､死んだ娘と同じ年頃の少
女が残忍なジプシー女とその相方に鞭で打たれ折催され
ていた｡ジプシーたちは誘拐した白人の少女に物乞いを
させて生計を立てていたのだった｡
ある雪の降る寒い日､いつものようにマ-レイ氏が歓
楽街を見回っていると､ジプシー女が白人の美しい少女
を連れ歩いているのを見つける｡不振に思い､声をかけ
るが､ジプシー女は適当にその場を取り繕い､さっさと
行ってしまう｡怪しいと確信したマ-レイ氏は､ジプ
シー女のあとをつけ､住処をつきとめると､さっそく
同僚の警察官を呼んで､そこに踏み込んだ｡そしてジプ
シーたちを捕え､激しく折粧されていた少女を救出する｡
身寄りのない少女を哀れに思ったマ-レイ氏は彼女を
家に連れて帰る｡その少女を見たマ-レイ夫人は､たち
まち生気を取り戻し､養女にならないかと尋ねる｡少女
が承諾すると､夫人は歓喜し､少女を死んだ娘の生まれ
変わりとして育てることを決心するのだった｡
<解説>
この映画にはまず､二つの空間が用意されている｡ひ
とつは愛に満ちた警察官の小奇麗で暖かそうな部屋｡も
うひとつは愛のまったくない野蛮なジプシーの薄汚い寒
そうな部屋である｡グリフィスは､この二つの空間を交
ミザンセン
互に見せながら物語を進めていくが､その演出は非常
に対照的だ｡たとえば美しく着飾った娘がマ-レイ夫
妻の愛を一身に受ける場面のあとで､ジプシーらが租末
な身なりのあわれな少女を鞭で折程する場面につないで
いる｡また､娘の死んだあと､善良な夫人が放心状態に
なる抑制された演技と､残忍で非道徳なジプシー女が
ヒステリックに少女を虐待するエキセントリックな演技
も､すぼらしい好対照を見せている｡ラッセル･メリッ
トによれば､この映画が撮影された当時は､演技の速度
を早くすることで映画に舞台的な印象を与えないように
するのが一般的だったそうである｡しかしこの映画でグ
リフィスは､あえて舞台的な演出-荘然自失する夫人
-を使うことで､この二つの空間の対比を強調してい
る｡
ところで､この二つの不幸な物語は､映画の後半､警
察官と少女が接触(touch)することで結びつき､その
あと一気にハッピーエンドへと向かうことになる｡あの
美しい書割で措かれた雪の歓楽街の場面で､マ-レイ氏
はあわれな少女と出会い､それをきっかけに少女は救出
され､そしてその少女がマ-レイ夫人を絶望の淵から救
い出す｡その結果､ジプシーの住処だった野蛮で無慈悲
な空間は消え去り､娘を失った悲しみでいっぱいだった
空間は再び生きる喜びに満たされていくのである｡この
映画が撮影された1908年は､アメリカ映画の表現が｢初
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期｣から｢古典期｣へと向かう｢移行期｣の始まりと考
えられているが､その最初期に､古典的なアメリカ映画
のパターンを看守できる点は注目に値する｡
『狂った料理人』
1908年11月25/27日撮影､ 1909年1月4日公開
<監>D-W　グリフィス　<撮>G-W　ピッ
ツアー
<出演>アニタ･ヘンドリー(マージ､料理人)､
マリオン･レオナード(ホランド夫人)､
ハリー･ソルター(ホランド氏)､マック･
セネット他(警察官)
<物語1>
ある日突然､料理女が狂ってしまう｡雇い主の若夫婦
は警察を呼んで､料理女を連行してもらおうとするが､
逃げられてしまう｡その夜､家族が眠ったあと隠れてい
た料理女が姿をあらわし､夫婦が寝ているあいだに彼ら
の娘を料理しようとする｡オーブンに娘を入れ､料理を
始めるが､台所に近づく人の気配を感じ､いったん身を
隠す｡台所にやってきたのは妻｡具合の悪くなった夫の
ためにお湯を沸かそうと､オーブンに火をつける｡そこ
へ夫もやってくる｡すると､急に料理女が現れ､夫に殴
りかかり大乱闘となる｡そのあいだ妻がオーブンから娘
を助け出す｡そのうち警察が到着し､料理女を捕まえる｡
<物語2>
ホランド家の夕方｡この家で働く料理人のマージは､
いつものように台所で夕食の準備をしていた｡ところが
--･いきなり狂ってしまい､そばにあった皿を投げ飛ば
しはじめる｡皿の割れる音を聞いたホランド夫人はマー
ジを叱ろうと台所にやってくるが､マージに襲われ､悲
鳴をあげる｡夫人の叫び声を聞いたホランド氏が台所に
駆け込みマージと乱闘｡なんとかマージを取り押さえ､
椅子に縛りつける｡しかし凶暴なマージは､夫妻が玄関
ホールで警察に電話をしている間にロープをちぎって逃
げてしまう｡
夜もふけてホランド夫妻は大事な愛娘を子供部屋に寝
かしつけ､自分たちも眠りにつく｡ひっそりと静まりか
えった家の台所､隠れていたマージが姿を現す｡マージ
は夫妻を殺そうと､包丁をもって二階に上がる｡だが寝
室でぐっすり眠る夫妻を見て何かもっと面白いことはな
いかと立ち止まる｡と､そこにあった子供の帽子が目に
とまる｡すごい名案を思いついた彼女は､子供部屋へ向
かい､眠っている彼らの愛娘をかかえて台所に戻る｡そ
して子供を料理台の上にのせて､七面鳥の丸焼きでも作
るかのように､軽やかな手つきで両足をもって形を整え､
嬉々としてストーブのオーブンに押し込める｡さて火を
つけようとしたそのとき､誰かが台所に近づく気配を感
じてマージは身を隠す｡
やってきたのはホランド夫人｡彼女は､寝苦しさに日
を覚ました夫のために､温かい飲み物を作ろうとしてス
ト-ブに火をつける｡そこに夫もやってくると､いきな
りマージが襲いかかり､大乱闘に｡乱闘のあいだストー
ブの火は燃え続け､オーブンはどんどん熱くなり--･突
然オーブンから娘の鳴き声が聞こえてくる｡驚いた夫人
は娘を救出｡ちょうど夜の見回りをしていた警察も応援
に駆けつけた｡ついに狂人マージは逮捕されて､ようや
く一家に平和な日常が戻ってくる｡
<解説>
中流階級の家庭に雇われた料理人が､夕食の用意をし
ている最中に､いきなり狂ってしまい､夫婦のかわいい
赤ちゃんをオーブンで丸焼きにしてしまおうとする話｡
家族の団奨を象徴する食事を用意する台所で､その家族
の大切な娘が料理されるという皮肉な設定も面白いのだ
が､せっせと働くまじめそうな料理人の女が､何の理由
もなく｢あっちの世界｣ -行ってしまう､その唐突さが､
恐ろしくもあり､おかしくもある､魅力的な一品である｡
純粋であどけない者がサディスティックな"虐待"
をうけるという､この映画の題材は､プリミテイヴな
時代のバイオグラフ社が好んでとりあげたものだ｡こ
の事の映画は､この時期､大変な人気があったようで､
ほかにも血まみれの女が足を縛られ逆さ吊りにされる
『TheRedGirl』や熊を捕えるワナに脚を挟まれる　mle
Ingrate』など､残酷な虐待場面を見せる映画が数多く製
作されている｡先に述べた『ワン･タッチ･オブ･ネイ
チャー』でも､あどけない少女が鞭打たれ､首をつかま
れて振り回され､道に投げ倒される場面が繰り返し措か
れている｡ 『狂った料理人』は､この『ワン･タッチ･
オブ･ネイチャー』の三日後に公開された｡このように
幼児虐待に取材した映画が続けて公開されていることか
らも､当時､バイオグラフ社が大衆の晴好に合わせて､
この手の映画を次々と企画していたことがわかる｡
しかし観客のきわどい興味を引く､こういった残酷さ
を売りにする映画はやがて減少していくことになる｡そ
の大きな要因のひとつは､この映画が製作された三週
間後にモーション･ピクチャー･パテント･カンパニ
MPPC)が設立されたからである｡ MPPCは､ 1934年
のブリーン･オフィスのようなモラル規定を作ったわけ
ではない｡エジソン社やバイオグラフ社など大手映画製
作会社が､映画の製作･興行･配給の三部門で協定を結
んで設立した映画の特許会社である｡この特許会社の設
立により､各社の製作本数は制限され､ひとつの映画館
で複数の映画製作会社の作品が一緒に上映されるように
なる｡その結果､作品あたりの製作費は増加した｡そし
て､他社と競い合うために虐待や残忍な流血場面を措い
て観客を喜ばせる必要も薄くなり､やがて映画の題材は､
より道徳的なもの-と変化していったと考えられる｡
『犠牲』
1908年12月11-21日撮影､ 1909年1月14日公
開
<監>D�"W　グリフィス　<撮>G-W　ピッ
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ツアー
<原>O.ヘンリー作『マギーの贈り物』
<出演>ハリー･ソルター(ハードラック氏)フ
ローレンス･ローレンス(ハードラック夫
人)､リンダ･ア-ヴイドソン､マリオン･
レオナード､マック･セネット他
<物語1>
一緒に住む男女｡男は女のクシがポロポロなのに､新
しいクシを買ってあげられないことを悲しんでいた｡し
かし､なんとかクシを買う名案を思いつき､勇んで部屋
を出る｡男が去った後､女が急に落ち込む｡男に時計の
ベルトを買ってあげられないのが悲しいのだ｡そんな時､
かつら屋の新聞広告が目に入る｡髪を売ればお金が手に
入ると知った彼女は喜ぶ｡その日､男は時計を売ってク
シを買い､女は髪を売って時計のベルトを買う｡部屋に
戻った二人は､プレゼントを相手に渡すが､もうクシを
使う髪も､ベルトをつける時計もなかった｡
<物語2>
ハードラック夫婦は深く愛し合っていたが､お金には
恵まれていなかった｡誕生日が一緒の二人は､内緒で誕
生プレゼントを用意して相手を喜ばせたいと思ってい
る｡夫は妾の髪留めがぼろぼろになっているのを見て､
かわいそうな妾のために髪留めを買ってあげようと思い
つく｡一方､妻は夫に懐中時計の鎖を買ってあげたいと
ずっと思っていたが､それを買うお金がないのに悩んで
いた｡そんなとき､かつら屋の新聞広告が目に入る｡髪
を売ればお金になると知った彼女は､大急ぎでかつら屋
-向かう｡ところが皮肉なことに､妻が髪を売って時計
の鎖を買っているそのとき､夫は時計を売って妻の髪留
めを買っていたのだった｡部屋に戻った二人は､やっと
のことで手に入れたプレゼントを相手に渡すが､もはや
髪留めを使う長い髪も､鎖を使う懐中時計もなかった｡
二人は意外な結果に驚き､一瞬がっかりするが､すぐに
相手の暖かい思いに感謝して微笑みあう｡
<解説>
この映画はアメリカの代表的な小説家オ一･ヘンリー
の作品を映画化したものである｡小説は､映画化される
約三年前の1905年12月25日版『ニューヨーク･サン
デー･ワールド』誌に初めて掲載された｡今でこそ有名
なオ一･ヘンリーの小説だが､発表された当時はニュー
ヨーク以外で､まだほとんど知られていなかったようだ｡
グリフィス研究者のラッセル･メリットは､この小説に
関するその当時の批評が見当たらないこと､アメリカの
文壇でオ一･ヘンリーの仕事が認められたのは彼が死ん
だ1910年以降であることを理由に､グリフィスがかな
り早い時期からオ一･ヘンリーの小説に注目し､演劇な
どに先んじて映画化を試みていたと指摘している｡
だとすれば､小説が一般にまだ注目されていないころ
から､グリフィスがこの小艶に着目したのはなぜだろう
か｡その理由のひとつはおそらく､この小説がもつ美し
い倫理観にある｡夫婦が相手を喜ばそうと､自分の大切
なものを手放し､愛する人へのプレゼントを買う｡なん
とも心温まるお話である｡そのうえ皮肉な結果にもめげ
ず､相手の思いやりに触れて､かえって喜び合うという､
とても善良な人たちのお話なのだ｡この映画の一ケ月前
に製作した『クリスマスの夜盗』もそうだが､グリフィ
スの監督した作品は､当時MPPCに加盟していた製作
会社が作ったほかの作品とは明らかに異なり､誠実で良
心的な要素が強い｡それはグリフィスの倫理観によると
ころが大きいのだろう｡当時のグリフィスの興味は､バ
イオグラフ社が企画した､観客の低俗な興味を引く際物
的な映画よりむしろ､こういった道徳的で高尚な映画に
あったに違いない｡
小説がもとになっていることもあり､この映画は同時
期のほかの作品と比べて､物語を語るためのショットの
組み立てが良くできている｡とりわけ夫が懐中時計を
売って妻の髪留めを､妻が髪を売って夫の懐中時計の鎖
を買うくだりの場面の構成がそうだ｡またオープニング
で挿入される､鎖のない懐中時計とぼろぼろの髪留めが
示されるクロースアップ･ショットも､夫婦がプレゼン
トを買おうと思い立つ動機を手際よく説明している｡こ
ういったクロースアップの使い方は､グリフィスの作品
のなかでも､かなり初期の使用例といえる｡
『犯罪催眠術師』
1908年12月8/21日撮影､ 1909年1月18日公開
<監>D�"W　グリフィス　<撮>G-W　ピッ
ツアー
<出演>ア-サー.ジョンソン(催眠術師)､マリ
オン･レオナード(娘)他
<物語1>
ある金持ちのパーティ｡その余興で催眠術師が催眠術
を披露している｡数日後､その催眠術師がパーティで
あった娘に街でバッタリ会う｡催眠術師は娘に催眠術を
かけて､娘の父の書斎から金を盗み出そうとする｡しか
し娘の良心が強かったのか､娘は父のお金を盗まずに戻
る｡娘が催眠術師の部屋に戻る途中､これまた偶然､娘
の恋人にバッタリ会う｡娘の異変に気づいた恋人は娘の
後をつけ､催眠術師を捕まえようとするが､逆に捕まっ
てしまう｡催眠術師は再び娘に催眠術をかけ､今度は自
分を父の書斎に案内させる｡まんまと書斎に入り､金を
盗んだ催眠術師は､娘を催眠術で眠らせて部屋をあとに
する｡ソファーに横たわる娘に気づいた父は､精神科医
を呼び､娘を覚醒させる｡娘の告白により金が盗まれた
と知った父は､娘に催眠術師の部屋まで案内させるため､
精神科医に頼んで､もう一度娘に催眠術をかける｡娘に
案内されて､父と警察官らが催眠術師の部屋へやってく
る｡逃げ支度をしていた催眠術師を捕まえ､娘の恋人を
放出する｡
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<物語2>
ある裕福な家のパーティ｡招かれた催眠術師が､大勢
の招待客の前で催眠術の威力を披露している｡催眠術師
はこの家の娘に簡単に術をかけてみせ､見物人を驚かせ
た｡
パーティから数日たった､ある日の午後｡催眠術師
は道でばったりその娘に出くわす｡悪賢い催眠術師は､
さっそく娘に催眠術をかけて､彼女の父のオフィスから
お金を盗んでくるよう命令する｡娘は､催眠術師の命令
どおり父のオフィスへ行くが､良心の強さからお金をと
らずに戻ってきてしまう｡戻る途中､娘は恋人に偶然会
う｡恋人は彼女の様子がいつもと違うのに気づき､あと
をつける｡催眠術師の悪巧みを知った恋人は､捕まえよ
うとするが､逆に捕まってしまう｡娘がお金をもってい
ないと知った催眠術師は､もう一度娘に催眠術をかけ､
今度は自分も一緒にオフィスにいって､今度はまんまと
お金を盗み出す｡娘は術のかかったまま､その場に置き
去りにされ､娘を見つけた父は驚いて医者を呼ぶ｡診断
の結果､催眠術とわかって精神科医が連れてこられる｡
精神科医は娘からお金が盗まれたことを聞き出し､再び
娘に術をかけて催眠術師の家へ向かわせる｡精神科医と
父､そして警察官が娘のあとをつけ､逃げ支度をしてい
た催眠術師を捕まえ､娘の恋人を救い出す｡
構成している点である｡ひとつはカメラに向かう娘の姿､
もうひとつはカメラから離れる娘の後姿のショットであ
る｡グリフィスは､この二つのショットをつなぎ合わせ
ることで､連続するアクションの最初と最後を提示し､
それによって街路を歩く時間を省略しているのである｡
こういった時間の省略技法は､古典期以降､最も頻繁
に使われる技法のひとつであるが､驚くことに､グリ
フィスは既に､ 1908年の時点でこの技法を使っているの
である｡
<解説>
この映画は､催眠術犯罪を題材に､いかがわしい科学
を操る邪悪な心と善良な心との対立を措いている｡
映画が公開された当時は､催眠術を悪用した犯罪が大
きな社会問題になっていた｡新聞では催眠術の絡んだ事
件が報道され､アメリカ中産階級向けの雑誌ではドイツ
の心理学者ヒューゴ･ミュンスタンパーグの連載記事
｢催眠術と犯罪｣が話題になっていた(ラッセル･メリッ
ト)｡催眠術をかけられて犯罪に巻き込まれるという事
件が世間を不安にしていた時代に､そういった事件に取
材した映画が公開されていることから､この映画は､バ
イオグラフ社が観客の際物的な興味をそそる目的で製作
したことがわかる｡
しかし､そんな時事ネタの映画にもグリフィスの道徳
観はあらわれている｡催眠術をかけられた善良な娘が､
その良心ゆえにお金を盗みだせないというくだりは､強
い良心さえあれば､催眠術の魔力にも勝てることを示し
ている｡つまり､この映画でグリフィスは､善良さを､
いかがわしい催眠術に抵抗する術として提示しているの
である｡
撮影面で注目したいのは､野外撮影された街路の場面
である｡全部で6場面あるが､どれも似たような構図で
撮影されている｡街路はもちろんのこと､催眠術師の家
と父のオフィスの入り口も同じ家の玄関口が使われ､ア
ングルもほぼ同じである｡当時はまとめ振りが普通に行
われていたことから､これらの場面もまとめ撮りされた
ことは明らかだ｡興味深いのは､催眠術をかけられた娘
が一人で父のオフィス-向かう場面を二つのショットで
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